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研究成果の概要（和文）：CBDをエリアを持つものにすると、UGB規制に両方の効果が表れた。即ち、UGB規制をかける
と、各立地点の人口密度が最適に調節され、都市はよりコンパクトになり、厚生水準が高まる。一方、都市境界が縮ま
るため、CBDエリアはその圧迫を受けて同様に縮まった。CBDエリアが縮まったため右側に住む消費者にとっては通勤距
離が長くなりその分厚生水準が減少する。結局、この二つの相反する力によってUGB規制はかけるべきであるか否かが
決まる。今までUGB規制が必ず都市交通混雑を緩和する効果があるという定説は覆された。

研究成果の概要（英文）：Comparing with the model of point CBD, assumption of area CBD leads new distortion
, i.e., location externality to be emerged, which is unrecognized previously. Since CBD area shrinks with 
implementation of UGB restriction, for residents, commuting distance will be further than before so that t
heir commuting cost will be increased, which weakens the effects of UGB restriction. If influence of locat
ion externality is less than that of congestion externality, UGB regulation is still an effective second p
olicy to mitigate traffic congestion although the effect of such regulation is much smaller. On the other 
side, if influence of location externality is greater than that of congestion externality, UGB regulation 
will be ineffective completely. In such case, policy suggestion will encourage urban planner to expand urb
an boundary to improve social welfare. This research demonstrates that even in the framework of mono-centr
ic city, it is possible that UGB regulation is ineffective. 
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１．研究開始当初の背景 
交通混雑問題は交通経済分野において重要

なテーマであり、当該問題の解決について、

交雑料金の徴収はもっとも望ましい政策と

して交通経済学者と都市経済学者たちに提

案されている。実行困難のため、様々なセカ

ンドベスト政策が続々と登場した。その中で

最も有効と考えられる政策は土地利用規制

である。具体的に容積率規制と UGB（Urban 

Growth Boundary）規制は現実の世界で実施

されている。Bruckner は 2007 年興味深い定

量的な分析を行い、UGB 規制は我々の期待

ほど交通混雑の解決に役に立っていないと

いう結論が得られた。この研究から啓発を受

け、ポイント CBD （ Central Business 

District）を仮定した下で得られた UGB 規制

の効果はエリア CBD の仮定下に成り立たな

い可能性が出てくるという発想が生まれた。

それを検証するために代表者の張は長年に

わたって交通混雑の研究に携わってきてい

る分担者の河野とエリア CBD の仮定の下で

UGB の効果を評価するプロジェクトを立て

科学研究費の申請した次第である。 
 
２．研究の目的 
UGB 規制は我々の期待ほど効果的なセカン
ドベストではないが、混雑緩和に役に立つと
いう結論は揺るぎがないと思われる。この結
論はポイント CBD を基とするものであり、
エリア CBD を仮定すると、労働者の賃金は
内生的に決まり、都市境界という一番外側か
ら規制をかけられると CBD の境界にも影響
を及ぼすことになり、もしその作用が強かっ
たら、CBD 境界が縮まる可能性が出ると予
想される。そうすると、CBD エリアの外側
に住む消費者にとっては勤務場所が遠くな
り、UGB 規制のネガティブな効果が生じ、
UGB 規制がセカンドベストとならず、セカ
ンドワーストになりうる。もしこのような結
論が出たら過去 30 年間にずっと成り立って
いた UGB 学説が覆されることになる。さら
に逆 UGB 規制が唱えられる可能性があるた
め、最適な都市境界はどのような条件に依存
するかを調べることも重要である。本研究は
その試みとして実施されるものである。 
 
３．研究の方法 
まずモデルの構築からスタートした。長年に
わたって容積率規制の研究に携わってきて

いる分担者の河野と数篇の共著論文を発表
した Joshi と研究打ち合わせた。Alonso モデ
ルを導入するが、計算の煩雑さを省くために、
円形の Alonso モデルを利用せず、線形の
Alonso モデルを利用することにした。さらに
UGB 規制に CBD エリアに影響を及ぼさせるた
めに労働者の賃金率を内生化した。また、河
野 の 提 案 に よ り 、 効 用 関 数 を 普 段 の
Cobb-Douglas 型にするのでなく、準線形にし
た。 
第二に、分析方法に関しては張の静学分析手
段を用いて分析を試みた。成功すれば河野と
Joshi らの動学分析方法で分析を行う。 
第三に、分析の正確性を検証するために、数
値分析を行った。 
 
４．研究成果 
我々の予想通り、CBD をエリアを持つものに
すれば、UGB 規制に両方の効果が表れた。即
ち、UGB 規制をかけると、各立地点の人口密
度が最適に調節され、都市はよりコンパクト
になり、厚生水準が高まる。一方、都市境界
が縮まるため、CBD エリアはその圧迫を受け
て同様に縮まり、賃金率が高まる。CBD エリ
アが縮まったため右側に住む消費者にとっ
ては通勤距離が長くなりその分厚生水準が
減少する。結局、この二つの相反する力によ
ってUGB規制はかけるべきであるか否かが決
まる。今まで UGB 規制が必ず都市交通混雑を
緩和する効果があるという定説は覆された。
この結論は静学分析手法で証明された。動学
分析手法での証明をも試みたが、人口密度と
CBD エリアの境界条件にかかるラグランジュ
乗数の符号が定まらないため、証明は成功し
なかった。 
UGB 規制の効果がない領域が本当に実在する
かを検証するためにシミュレーションを行
い、UGB 規制が無効な混雑緩和政策とされる
パラメータ範囲が存在すると証明された。 
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